
第49回全国社会福祉教育セミナー2019 第1分科会 災害支援から考えるソーシャルワーク教育

「令和元年佐賀豪雨災害における学生による主体的な活動の意義と教育効果」
西九州大学健康福祉学部社会福祉学科講師 岡部 由紀夫

１ 人的被害
死亡3名（武雄市）、重傷（意識不明）1名（佐賀市）

２ 住民避難状況 （10月21日 8時30分現在）
10月20日に大町町で避難されていた方々が退所されたことにより、
県内の避難者は0人となりました。
（10月15日 8時30分現在）※参考：大町町 6世帯10人

３ 住家等被害（11月5日 8時30分現在）

４ 文教施設被害（10月8日 8時30分現在）
公立 小学校 3箇所 約672万円（武雄市、神埼市）

高等学校 1箇所 約5231万円（武雄市）
社会教育施設 1箇所 約2851万円（武雄市）

私立 高等学校 2箇所 約1268万円（佐賀市）
幼稚園 1箇所 約1061万円（武雄市）

５ 医療・福祉関係の被害（10月2日 8時30分現在）
民間の病院・診療所・歯科診療所 8箇所 約2億4830万円

参考：佐賀県政策部消防防災課 令和元年11月５日８時30分現在

令和元年佐賀豪雨（8月27日からの大雨）による被害状況等について

【活動報告資料】2019年11月30日～12月1日 第49回全国社会福祉教育セミナー2019 第１分科会報告資料より ※一部抜粋



□被災地での活動の実際
１．活動の主体・構成

OKBASE（オカベース）
西九州大学健康福祉学部社会福祉学科２～４年生および卒業生 28名、教員 １名

２．主な連携団体
佐賀災害支援プラットフォーム（SPF)、おもやいボランティアセンターなど

・佐賀災害支援プラットフォーム：賛同団体３８団体
被災地支援のためにアクションを起こしたい佐賀県民
または同県に所縁のある者が、それぞれに活動をし、
その情報交換や協力をするために集まった「想いのプラットフォーム」

・おもやいボランティアセンター（武雄市）
武雄市民によって開設された民間ボランティアセンター
外部の災害支援団体との連携により運営されている
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３．活動の状況（2019年11月20日現在）
活動日数：41日間
活動人数：在学生 延べ67名、卒業生 延べ6名、教員 延べ38名
活動地域：武雄市、大町町、小城市、佐賀市

４．主な活動内容
・卒業生チーム（社会福祉士等の有資格者によるチーム）
武雄市の民間ボランティアセンターで看護師・建築士チームとニーズ調査

・活動班
家屋の清掃、家財道具の運び出し、土砂搬出、支援物資の受け渡し、子どもの遊び相手など

・訪問・癒し班
武雄市・大町町にて看護師らと戸別訪問（ニーズ調査）、炊き出しの配食支援
障がい児施設や地域のサロン、イベント会場でハンドケアや足湯、レクリエーションの提供
災害支援ボランティアへのハンドケアの提供など

・情報処理班
民間ボランティアセンターでのニーズ票の整理、被災家屋のマッピング化など

・その他
SPFが主催する災害関連会議や勉強会への参加
学内にて「ハンドケア・足湯体験会（伝達講習）」の実施など

５．活動参加者の募集
メンバー内でSNSによるグループを作成
活動情報を共有し、参加学生を募り、移動手段などの調整を行う
※教員が参加する場合は、基本的に送迎を実施。難しい場合は、個々で活動地域へ移動する
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